
 

砂を踏みしめて 

 
白い砂浜 見下ろすあたり 
黒く小さく 見える動きを見つけ 
 
誰もいない 波打ち際 
靴のまま歩く左に波の音が 
 
足跡くっきりついても 
すぐになくなる 
あなたといられるこのとき 
いつまでだろうか 
 
 
薄曇りの空どこからか照らされて 
影も見えない砂を踏みしめて 
 
いつの間にか裸足になり 
脱いだ靴を手にしながら波の上を 
 
足跡くっきりついても 
すぐになくなる 
あなたといられるこのとき 
いつまでだろうか 
 


	砂を踏みしめて

